
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この取扱説明書には左記３機種の取り扱いが記載されています。 
 
●この取扱説明書は、必要なときにすぐ取り出して読めるよう、でき

るだけ身近に大切に保管してください。 
●この取扱説明書をよく読んで理解してから正しくご使用ください。 

仕様文書番号 ＸＯ－３２６ⅡＴ 

JIS T 8201:2010  

酸素欠乏測定用酸素計適合品 
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－ 包装内容物の説明 － 

包装箱の中に、下記のものが入っています。使用前に必ず、全てがそろっているか確認

してください。作業には万全を期していますが万一製品に破損や欠品がございましたら、

お手数ですがお買上げ店または弊社までご連絡ください。送付させていただきます。 
 

 

 
オプション（別売） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

デジタル酸素計本体 
（レザーケース付き） 

1 

ショルダーベルト 1 

交換用フィルタエレメント（FE-2）2 枚入 1 

単 3 形アルカリ乾電池 
（LR6X パナソニック製） 

2 

取扱説明書 1 

保証書／検査成績書 1 

web ユーザー登録のご案内 1 

型式（名称） 備考 
センサ延長ケーブル(5ｍ)[LC-3-5] 
（収納ケース付） 

センサのコード長を延長する場合

に使用します。 
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1.はじめに（つづき） 

  安全にご使用いただくために 

安全にご使用いただくために、下記の事項を必ずお守りください。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 • 長期間ご使用にならない場合は電池を抜いて保管してください。 
• 長期間ご使用にならない場合でも、定期的（１ヶ月に１回程度）に電池残量を

点検してください。電池残量が少ないと電池の液漏れを生じる場合があります

ので新しい電池に交換してください。 
• 本器は防爆構造です。分解、改造、構造および電気回路の変更等はしないでく

ださい。防爆性能を損なう場合があります。 
• 防滴構造ではありませんので水等がかからないようにしてください。 
• 高温、多湿の場所に長く放置しないでください。機器の性能を損なうおそれが

あります。 

• 使用温度/湿度範囲外での使用および急激な温度／湿度変化は避けてください。

機器の性能を損なうおそれがあります。 

• 大きな気圧変化は避けてください。センサの性能を損なったり破損するおそれ

があります。 

• 落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックおよび強い振動などは避けて

ください。機器の性能を損なうおそれがあります。 
• 本器が結露した場合は、除去して完全に乾燥させた後に点検をしてからご使用

ください。 
• 指定の電池以外は使用しないでください。防爆性能を損なうおそれがあります。 
• 測定環境の気圧が標準気圧と異なる場所（例えば、標高の高い場所など）での

測定は、酸素センサは圧力依存を受けるため、測定値の圧力補正を行ってくだ

さい。 
• マンホール等で測定を行なう場合は、酸素センサが水没しないように注意して

ください。ガスを検知できなくなります。 
• ガスセンサには有害な物質が含まれます。廃棄する場合は、弊社に返却するか、

産業廃棄物として処分してください。 
• 低温で使用する場合、電池特性により電池使用時間が常温時より短くなりま

す。 
• 無線機から離して使用してください。使用中に無線機を近づけると電波の影響

で指示値のフラツキや警報を発する場合があります。 

 

 • ガス警報を発しましたら、直ちに酸素欠乏等の事故を防ぐために必要なすべて

の処置をしてください。 

• 電源を入れる時は、必ず正常空気中で行ってください。自動的にエアー調

整を行いますので、ガス雰囲気中で行うと正常な探知ができません。 
• ガス検知口をふさがないでください。ふさぐと検知できません。 
• フィルタエレメントは、清浄で乾いた状態でお使いください。フィルタエレ

メントが汚れていたり、水分が付着していると、正常な検知ができません。 
• ブザー孔をふさがないでください。ふさぐと警報音が小さくなります。 
• センサの推奨交換周期の目安はお買い上げ日より１年です。１年を過ぎると、

正常な検知ができない場合がありますので、１年を目安に交換してください。 
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1.はじめに 
 
このたびは、酸素計 XO-326Ⅱs シリーズをお買上げいただき、誠にありがとうござい

ました。正しくお使いいただくために、この取扱説明書を必ずお読みになり、ガス事故

防止、保安点検にお役立てください。 
本器は、ピット、マンホール、浄化槽、地下室、タンク等での作業において酸素（O２）

濃度測定を行います。あらかじめ設定されたガス濃度に達すると警報を発し、酸素欠乏

による事故の未然防止にお役立ていただくための酸素計です。 
酸素計を使用したことあるないに関わらず、この取扱説明書をよく読んで内容を理解

してください。本器の使用目的以外には使用しないでください。また、取扱説明書に書

かれていない使用方法では使わないでください。 

 

  防爆関連事項について 

下記の防爆関連事項について、確認のうえご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  シンボルマークの説明 

本文中に危険、警告、注意のマークが出てきます。これらのマークの定義は下記の通

りです。 

 回避しないと、死亡または重傷を招く切迫した危険な状況の発生が予見され

る内容を示しています。 
 回避しないと、死亡または重傷を招く可能性がある危険な状況が生じること

が予見される内容を示しています。 
 回避しないと、軽傷を負うかまたは物的障害が発生する危険な状況が生じる

ことが予見される内容を示しています。 
 

取扱い上のアドバイスを意味します。 

アルカリ乾電池単３形 専用仕様：Ex ia IIC T3 Ga  
使用電源： DC3.0 V アルカリ乾電池 単３形 x２本 
使用可能な電池：東芝製 アルカリ乾電池 単３形 LR6 x２本、 
   パナソニック製 アルカリ乾電池 単３形 LR6X x２本、 
   Duracell 製 アルカリ乾電池 単３形 MN1500 x２本 
周囲温度： -20 ～+50 ºC 
使用条件 ・電池交換、センサ交換、フィルタ交換は非危険場所で行うこと。 

・当社指定のレザーケースに収納して使用すること。 
・静電気の帯電による危険防止の総合的な対策として、携帯して使用する

人の衣服は帯電防止作業服、履き物は導電性履き物（帯電防止作業靴）、

床は導電性作業床（漏洩抵抗 10ＭΩ以下）であることが望ましい。 
・酸素濃度の測定においては、空気と可燃性ガス又は蒸気および毒性ガス

との混合物以外には使用しないこと。 
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2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 
 

No. 名  称 は た ら き 
① 電源スイッチ 電源を ON/OFF するときに使用します。 
② エアー調整スイッチ エアー調整（21.0%調整）をするときに使用します。 

③ 

液晶表示 
 
 
 
 

 
 

ガス濃度等の各種表示を行います。 
(a)電池残量を表示します。 
 
電池残量 多い・・・・・少ない 電池交換 
 
 
(b)ガス濃度表示、エラー表示を表示します。 
(c)ガス濃度単位を表示します。 

④ ガス検知口 ガスを検知するところです。 
⑤ センサユニット 酸素センサ収納部です。 
⑥ センサホルダー コードの巻き取り部です。 

⑦ 1m カールコード センサを最大 1ｍ迄伸ばせます。  

(XO-326ⅡsB) 

⑧ 5m コード センサを最大 5ｍ迄伸ばせます。  

(XO-326ⅡsA) 

⑨ 10m コード センサを最大 10ｍ迄伸ばせます。 

(XO-326ⅡsC) 
⑩ 警報ランプ 警報を発すると点滅します。 
⑪ ブザー孔 ブザーが鳴ります。 
⑫ 電池蓋 電池収納部のフタです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 

(b) (c) 
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2.各部の名称とはたらき 
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ＸＯ－３２６ⅡｓＡ 

ＸＯ－３２６ⅡｓＢ 

⑦ 

ＸＯ－３２６ⅡｓＣ 

⑨ 
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(b) (c) 
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2.各部の名称とはたらき 
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3.使用方法 

  使用手順 

 
 
 
 
 
 

1.  電池を入れる 
 ご購入の際、本体に電池は入っていませんので、付属の電池を本体に入れてくだ

さい。（P12 参照） 
 

2.  電源を入れる 
 
 
 
 
 

［電源スイッチ］を約３秒押します。このとき①「”on”とカウントダウン“3
→2→1“」を表示し、自動的に②「ガス警報濃度設定値表示」、③「エアー調

整」を行ってからガス濃度表示になります。このときブザー音、警報ランプ

も動作します。（１０秒以内） 

① 「”on”とカウントダウン“3→2→1“」 

 

 

 

 

 

② ガス警報濃度設定値表示 

「１段目警報設定値」→「２段目警報設定値」の順に表示します。 

   [１段目警報設定値]           [２段目警報設定値] 

      

 手手 順順   検知 
する ３３  

２２ 電源を 
入れる 

ガス濃度

画面表示 
 電池を

入れる 
１１  電源を 

切る ４４ 

• 検知作業を行う前に「保守点検」（Ｐ15 参照）を必ず行ってくださ

い。 

 

 

• 電源を入れる時は、必ず正常空気中で行ってください。自動

的にエアー調整を行いますので、ガス雰囲気中で行うと正常な

ガス検知ができません。 

• 本機器は、スイッチ操作をおこなうと、LCD 表示のライト(バックラ

イト)が約５秒点灯して自動消灯します。 
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2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名  称 は た ら き 
① ショルダーベルト取付金具 付属のショルダーベルトを取り付けます。 
② センサポケット センサユニットを収納します。 
③ 側面ポケット 使用法カードを収納します。 

レザーケース 

① ③ ② 

ＸＯ－３２６ⅡｓＡ用 ＸＯ－３２６ⅡｓＢ用 ＸＯ－３２６ⅡｓＣ用 
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3.使用方法（つづき） 
 
●１段目および２段目警報 
ガス濃度表示が１段目または２段目警報濃度設定値以上になると、警報音により

警報を発し、ガス濃度表示および警報ランプが点滅します。 
       

〈１段目警報〉             〈２段目警報〉 
 

      
 

 
 
 
 
 
 

4. 電源を切る 
電源スイッチを約３秒押します。 
“oFF”を表示し電源が切れます。 
このとき、ブザー音、警報ランプが動作します。 

 

 
 
 

• 本体の電源 OFF 直後に電池を取り外さないでください。電池をはずす場

合は電源 OFF から 3 秒以上時間をあけてください。本機は電源 OFF 直

後にデータを書き込みます。データ書き込み中に電池をはずすとデータ

が破損し機器の修理が必要となります。 

• 警報音および警報ランプの点滅周期は１段目より２段目の方が早く

なります。 
• 警報している間は LCD 表示のバックライトが点灯します。 
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3.使用方法（つづき） 
 

③ エアー調整 
センサ寿命表示が点滅から“21.0%”の点灯表示に変わればエアー調整（21.0％
調整）が完了となります。 

 
     （センサ寿命確認表示）          （ガス濃度点灯） 
 

      
 
 
 
 
 

                           エアー調整完了 
 
   エアー調整が完了すると、ガス検知可能です。 
 
 
 
 
 
 
 

3.  検知する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

• エアー調整時に“23.0%”（センサ寿命確認表示）を点滅表示するこ

とを確認してください。センサ寿命に近づいてくると“23.0%未満の

数値”を表示します。この数値が“21.0%”になるまでに酸素センサ

を交換してください。（「主な交換部品」Ｐ15 参照） 

• 本体部に巻き取ったコードを延ばして使用する際には、コードがねじれ

ないように延ばし、コードが損傷しないように注意して取り扱ってくだ

さい。 
• 同時警報の場合、警報音鳴動の優先順位は①２段目警報②１段目警報で

す。 
• ガス濃度表示がサービスレンジを超えた場合は、サービスレンジ上限値

と「OL」を交互表示します。 

• センサ部のガス検知口は、衣服、泥、水等によってふさがらないよう

に注意してお使いください。ふさがるとガスを検知できません。 
• ガス検知口のフィルタエレメントは、正常で乾いた状態でお使いくだ

さい。フィルタエレメントが汚れていたり、水分が付着していると正

常な検知ができません。 
• センサ部は落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックなどは避

けてください。機器の性能を損なうおそれがあります。 
• ブザー孔をふさがないでください。ふさぐと警報音が小さくなります。 

• 作業環境（温度、湿度）が変わると 21.0％がずれる場合があります。

そのときは必ず正常空気中で、「エアー調整スイッチ」を約３秒押して

自動エアー調整を行ってください。 
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5.消耗品の交換方法 

  フィルタエレメントの交換 

フィルタエレメントが汚れたり濡れたりしている場合は、フィルタエレメントを新

しいものに交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                            
 
 

① センサキャップを反時計回りに回して取

り外します。 
 
 
 

 
② Ｏリングを取り外します。 

 
 
 

③ 古いフィルタエレメントを取り外し、新し

いフィルタエレメントをセンサキャップ

に取り付けます。 
 
 
 
④ Ｏリングを組み付けて、センサキャップを

元の通りに取り付けます。 
 

 

 

 

 

• フィルタエレメントは正しく装着してください。ずれて装着すると

フィルタの機能を満たさず、正常な検知ができなくなる可能性があり

ます。 
• センサキャップは確実に取り付けてください。センサキャップが緩ん

でいると検知内部に水や異物が浸入し故障の原因となります。 
• 水がフィルタエレメントより検知内部まで達している場合は、修理を

ご依頼ください。正常な検知ができません。 

• フィルタエレメントを指などで押したり、突いたりしないでください。

変形や破損により防水・防塵機能が損なわれます。 

フィルタエレメント Ｏリング 

センサキャップ センサケース 

酸素センサ 
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4.エラー表示 （異常警報） 
 
酸素計に異常が発生すると、ＬＣＤ画面または警報ランプでエラーを表示し、ブザー

が鳴ります。主なエラー表示は下表の通りです。エラー表示に従って処置を行ってくだ

さい。 
 
エラー状態 表示 内容 

エアー調整不能 

 エアー調整不良、またはセンサ異常です。 
正常空気中で再度エアー調整を行ってくださ

い。何度行っても異常警報するときは、修理

をお申し付けください。 

電池切れ 

 
電池残量がありません。 
電池を交換してください。 
（「電池の残量警報および交換」P12 参照） 

機器異常 

  
機器内部の異常です。 
本体の電源を切ります。電源 OFF から３秒以

上時間をおいてから電池を一旦取り外しま

す。電池を入れ直してから電源を再投入しま

す。 
それでも復旧できない場合は修理をお申し付

けください。 

  
上記のエラー表示以外に操作スイッチや表示が正しく作動しない場合には、電池を一

旦外して再度電池を入れ直してから、電源を入れて、動作を確認してみてください。そ

れでも復旧できない場合は修理をお申し付けください。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 
 
 
③ 赤いリボンを引いて、使用済みの 

電池を取り出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 赤いリボンを下に敷くようにして、左側から新しい電池を底面の表示通りに極性

を合わせて押し込みます。 
 
⑤ 電池蓋を元の通り、上方向にスライドさせて閉めます。 
 
⑥ 本体部をレザーケースに収納し、センサユニットをセンサポケットに収納します。 

 

  センサの交換 

   
 
 
 
① センサケースを手で掴んで固定した状態で 
  センサキャップを反時計回りに回して 
  センサケースから取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
② 酸素センサの頭の部分をつまみゆっくり 
  引き上げてください。 
 

赤いリボンを右に寄せて

から引いてください。 

• 電池を取り出すときは赤

いリボンを右に寄せてか

ら引いてください。 

• 正しく取り付けないと機器の性能を損なうおそれがありますので、正

しく取り付けてください。 

• センサキャップを回す際にセン

サケース以外（クランプカバー

等）を掴んでいるとセンサケース

が破損するおそれがあります。 

センサキャップ センサケース 

酸素センサ 

クランプ 
カバー 

• 電池をセットする場合には、極性が逆にならないよう注意してく

ださい。電池が消耗して連続使用時間が短くなったり、液漏れが

起こる可能性があります。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  電池の残量警報および交換 

 

 
 
電池残量がなくなると、電池残量表示が下記のように１つずつ減っていきます。 
電池残量がなくなり使用不能になる前に、最後の１つが点滅し「ピッ，ピッ・・」と

10 秒間隔の断続音にて注意を促します。（予備警報） 
電池残量がなくなると、［E-b］を表示し使用不能になり、警報音が鳴り続けます。（電

池切れ警報表示） 

警報音は電源を OFF にすると停止します。 
 

 
 

 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
① センサユニットをセンサポケット 

から取り出し、本体部をレザーケー 
スから取り出します。 
 

 
② 酸素計の機器背面の電池蓋の 
［ＯＰＥＮ］の表示部分を、指で押 
しながら矢印の方向に押し下げて 
開けます。 

 
 
 

• 電池の交換は防爆における非危険場所で行ってください。 

• 必ず指定の電池をお使いください。指定電池以外を使用すると防爆性

能および機器性能が保証できません。 
アルカリ乾電池：東芝製 LR6、パナソニック製 LR6X、 

Duracell 製 MN1500 

• 電池の交換は、本体の電源 OFF から３秒以上時間をあけてください。

本機は電源 OFF 直後にデータを書き込みます。データ書き込み中に電

池をはずすとデータが破損し機器の修理が必要となります。 

• 電池は、２本とも同じ種類で未使用のものをお使いください。 
• 電池交換は、２本同時に行ってください。 

電池蓋 

電源 
OFF 

予備警報 

センサポケット 

レザーケース 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 
 
 
③ 赤いリボンを引いて、使用済みの 

電池を取り出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 赤いリボンを下に敷くようにして、左側から新しい電池を底面の表示通りに極性

を合わせて押し込みます。 
 
⑤ 電池蓋を元の通り、上方向にスライドさせて閉めます。 
 
⑥ 本体部をレザーケースに収納し、センサユニットをセンサポケットに収納します。 

 

  センサの交換 

   
 
 
 
① センサケースを手で掴んで固定した状態で 
  センサキャップを反時計回りに回して 
  センサケースから取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
② 酸素センサの頭の部分をつまみゆっくり 
  引き上げてください。 
 

赤いリボンを右に寄せて

から引いてください。 

• 電池を取り出すときは赤

いリボンを右に寄せてか

ら引いてください。 

• 正しく取り付けないと機器の性能を損なうおそれがありますので、正

しく取り付けてください。 

• センサキャップを回す際にセン

サケース以外（クランプカバー

等）を掴んでいるとセンサケース

が破損するおそれがあります。 

センサキャップ センサケース 

酸素センサ 

クランプ 
カバー 

• 電池をセットする場合には、極性が逆にならないよう注意してく

ださい。電池が消耗して連続使用時間が短くなったり、液漏れが

起こる可能性があります。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  電池の残量警報および交換 

 

 
 
電池残量がなくなると、電池残量表示が下記のように１つずつ減っていきます。 
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① センサユニットをセンサポケット 

から取り出し、本体部をレザーケー 
スから取り出します。 
 

 
② 酸素計の機器背面の電池蓋の 
［ＯＰＥＮ］の表示部分を、指で押 
しながら矢印の方向に押し下げて 
開けます。 

 
 
 

• 電池の交換は防爆における非危険場所で行ってください。 

• 必ず指定の電池をお使いください。指定電池以外を使用すると防爆性

能および機器性能が保証できません。 
アルカリ乾電池：東芝製 LR6、パナソニック製 LR6X、 

Duracell 製 MN1500 

• 電池の交換は、本体の電源 OFF から３秒以上時間をあけてください。

本機は電源 OFF 直後にデータを書き込みます。データ書き込み中に電

池をはずすとデータが破損し機器の修理が必要となります。 

• 電池は、２本とも同じ種類で未使用のものをお使いください。 
• 電池交換は、２本同時に行ってください。 

電池蓋 

電源 
OFF 

予備警報 

センサポケット 

レザーケース 
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6.保守点検 
 

本器は精密機器です。製品の性能を維持し、安全を確保していただくためには、下記

の項目に従って点検を実施してください。また、落下等の衝撃を与えた、内部が水に濡

れた等「安全にご使用いただくために」（Ｐ３参照）の記載事項に反した場合、および検

知範囲外のガス濃度を検知した、使用温湿度範囲外で使用した等「９．仕様」（Ｐ17 参

照）に記載している範囲以外で使用した場合には、状況説明を添えて点検（有料）をお

申し付けください。 

 
 
 
 

  日常点検 

点検項目 点検内容 

警報動作 

警報レベルを少し越える程度のガスを吸引させて、警報動

作を確認してください。 
ガス濃度の表示が変化し、警報レベルに達した際に警報ラ

ンプが点滅しブザーが鳴ることを確認します。 
ガス濃度の表示値の変化に異常があったり、警報ランプが

点滅しなかったり、ブザーが鳴らない場合には、修理を依

頼してください。 

フィルタエレメント フィルタエレメントが汚れていたり、濡れていたりしてい

る場合は新しいものに交換してください。（Ｐ11 参照） 

電池残量 電池残量が少なくなっている場合には、新しい電池に交換

をしてください。（P12 参照） 

  定期点検 

機器の精度を維持するために、1 年に 1 回以上は、お買上げ店または直接弊社に点

検調整（定期点検）をお申し付けください。 

  主な交換部品 

品名 型式 備考 

交換用フィルタエレメント

（10 枚入り） 
FE-2-10 XO-326Ⅱ用 

交換用酸素センサ OS-3M-L XO-326Ⅱ用 

 交換部品の保証期間はお買上げ日より１ヶ年です。 
保証条件は製品と同じになります。 

• センサの推奨交換周期の目安はお買い上げ日より１年です。１年を過

ぎると、正常な検知ができない場合がありますので、１年を目安に交

換してください。 
• 交換用酸素センサについては、交換用酸素センサ袋の記載内容をお読

みください。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 
 

 
③ 新しい酸素センサのピンの位置（非対称）をセンサ基板のソケットに合わせてセ

ンサの底面がセンサベースに当たるまで押し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ センサキャップを時計回りに回して 

センサケースに取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 酸素センサを正しく入れてください。酸素センサのピンの向きを逆に

入れる（酸素センサが偏心）とセンサキャップが正常に取り付けられ

ません。その状態でセンサキャップを無理に閉めると酸素センサのピ

ンが折れる可能性あります。酸素センサのピンを逆に入れた場合は、

ピンの向きを変えて入れ直してください。 

• 酸素センサを取り付ける場合、酸素センサのピンをソケットに垂直に

押し込んでください。 
傾けて押し込むとソケットが破損する可能性があります。 

×酸素センサの間違った接続 
※ 酸素センサが偏心していると正常に取り

付けられていません。 

２本のピンの位置（非対称）

を合わせます。 

センサベース 

○酸素センサの正しい接続 

• センサ取り付け直後は、センサ出力が安定しておりませんので、正常

空気中に３０分以上放置後使用するようにしてください。 

押し込む 
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6.保守点検 
 

本器は精密機器です。製品の性能を維持し、安全を確保していただくためには、下記

の項目に従って点検を実施してください。また、落下等の衝撃を与えた、内部が水に濡

れた等「安全にご使用いただくために」（Ｐ３参照）の記載事項に反した場合、および検

知範囲外のガス濃度を検知した、使用温湿度範囲外で使用した等「９．仕様」（Ｐ17 参

照）に記載している範囲以外で使用した場合には、状況説明を添えて点検（有料）をお

申し付けください。 

 
 
 
 

  日常点検 

点検項目 点検内容 

警報動作 

警報レベルを少し越える程度のガスを吸引させて、警報動

作を確認してください。 
ガス濃度の表示が変化し、警報レベルに達した際に警報ラ

ンプが点滅しブザーが鳴ることを確認します。 
ガス濃度の表示値の変化に異常があったり、警報ランプが

点滅しなかったり、ブザーが鳴らない場合には、修理を依

頼してください。 

フィルタエレメント フィルタエレメントが汚れていたり、濡れていたりしてい

る場合は新しいものに交換してください。（Ｐ11 参照） 

電池残量 電池残量が少なくなっている場合には、新しい電池に交換

をしてください。（P12 参照） 

  定期点検 

機器の精度を維持するために、1 年に 1 回以上は、お買上げ店または直接弊社に点

検調整（定期点検）をお申し付けください。 

  主な交換部品 

品名 型式 備考 

交換用フィルタエレメント

（10 枚入り） 
FE-2-10 XO-326Ⅱ用 

交換用酸素センサ OS-3M-L XO-326Ⅱ用 

 交換部品の保証期間はお買上げ日より１ヶ年です。 
保証条件は製品と同じになります。 

• センサの推奨交換周期の目安はお買い上げ日より１年です。１年を過

ぎると、正常な検知ができない場合がありますので、１年を目安に交

換してください。 
• 交換用酸素センサについては、交換用酸素センサ袋の記載内容をお読

みください。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 
 

 
③ 新しい酸素センサのピンの位置（非対称）をセンサ基板のソケットに合わせてセ

ンサの底面がセンサベースに当たるまで押し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ センサキャップを時計回りに回して 

センサケースに取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 酸素センサを正しく入れてください。酸素センサのピンの向きを逆に

入れる（酸素センサが偏心）とセンサキャップが正常に取り付けられ

ません。その状態でセンサキャップを無理に閉めると酸素センサのピ

ンが折れる可能性あります。酸素センサのピンを逆に入れた場合は、

ピンの向きを変えて入れ直してください。 

• 酸素センサを取り付ける場合、酸素センサのピンをソケットに垂直に

押し込んでください。 
傾けて押し込むとソケットが破損する可能性があります。 

×酸素センサの間違った接続 
※ 酸素センサが偏心していると正常に取り

付けられていません。 

２本のピンの位置（非対称）

を合わせます。 

センサベース 

○酸素センサの正しい接続 

• センサ取り付け直後は、センサ出力が安定しておりませんので、正常

空気中に３０分以上放置後使用するようにしてください。 

押し込む 
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9.仕 様 
 

型式 XO-326ⅡsA XO-326ⅡsB XO-326ⅡsC 

コード長 ５ｍ 
１ｍ 

（カールコード） 
１０ｍ 

検知対象ガス 酸素 

検知原理 隔膜ガルバニ電池式 

ガス採気方式 拡散式 

検知範囲 

（ｻｰﾋﾞｽﾚﾝｼﾞ） 

0～25.0vol% 

(25.1～40.0%) 

指示精度※1 ±0.5vol%以内 

表示分解能  0.1vol% 

警報設定値 
一段目：19.5vol% 

二段目：18.0vol% 

応答時間 20 秒以内 

警報方式 ブザー鳴動、赤色ランプ点滅、ＬＣＤ点滅表示（自動復帰） 

使用電源 

単 3形アルカリ乾電池 2 本 
東芝製 アルカリ乾電池 単３形 LR6 x２本、 
パナソニック製 アルカリ乾電池 単３形 LR6X x２本、 
Duracell 製 アルカリ乾電池 単３形 MN1500 x２本 

連続使用時間※2 約 15,000 時間（25℃,21.0vol%表示,バックライト OFF 時にて） 

防爆構造 本質安全防爆構造（Ex ia ⅡC T3 Ga） 

保護構造 IP20 相当 

使用温湿度範囲 -10～+40℃／30～85％RH（但し、結露なきこと） 

使用圧力範囲 大気圧（800～1100hPa） 

外形寸法 
（突起部は除く） 

W66×H170×D29mm W66×H120×D29mm W66×H200×D29mm 

質量 
（電池、レザーケース含む） 

約 340ｇ 約 265ｇ 約 410ｇ 

 
※1 指示精度：同一測定条件によります。 
※2 電池寿命は、環境条件、使用条件、保存期間などにより異なる場合があります。 
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7.故障とお考えになる前に 
 
修理を依頼される前に、もう一度次の表に従ってお調べください。 
※操作不能となった場合は、本体の電源を切り一旦電池を全て外して、数分後に再度電

池を入れ操作してください。 

 
 

症状 原因 処理 参照ページ 
電源スイッチを押しても

電源が入らない 

電池の極性が逆 電池を正しく入れ直す 電池の交換 

P12 電池の寿命 電池を交換する 

エラーが表示される エラー表示を参照してください P10 

 

8.保証書と web ユーザー登録 
 
● 保証書と webユーザー登録 

 
包装箱の中に、保証書とｗｅｂユーザー登録のご案内が入っています。保証書は、ご

購入時には販売店にて、お買上げ店名、お買上げ年月日を記入することになっており

ますので、ご確認をお願い申し上げます。ｗｅｂユーザー登録は、ご登録いただいた

機器情報から保守点検時期やサポート情報などをメール等にてご案内させていただき

ますので、ぜひこのサービスをご利用ください。 
 
● 保守点検のお願い 

 
お買上げいただきましたガス検知器は、精密機器です。精度を維持し、安全を確保し

ていただくためには、皆様方にお願いする日常の保守点検のほかに、1 年に 1 回以上

は、お買上げ店または弊社に点検調整（定期点検）をお申し付けください。 
 
なお、日常の保守点検について不明な点は、弊社までお問い合わせください。 
また、定期点検は定期点検契約により実施させていただきます。 
 
機器の故障修理につきましては、お買上げ店または直接弊社までご連絡ください。 
（送料は、お客様負担とさせていただきます。） 

 
● 保証について 

 
保証期間中に、取扱説明書に沿った正常なご使用状態で万一故障した場合には、保証

書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。  

• 本体の電源 OFF 直後に電池を取り外さないでください。電池をはずす場

合は電源 OFF から 3 秒以上時間をあけてください。本機は電源 OFF 直

後にデータを書き込みます。データ書き込み中に電池をはずすとデータ

が破損し機器の修理が必要となります。 
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9.仕 様 
 

型式 XO-326ⅡsA XO-326ⅡsB XO-326ⅡsC 
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１ｍ 

（カールコード） 
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検知原理 隔膜ガルバニ電池式 

ガス採気方式 拡散式 

検知範囲 

（ｻｰﾋﾞｽﾚﾝｼﾞ） 

0～25.0vol% 

(25.1～40.0%) 

指示精度※1 ±0.5vol%以内 

表示分解能  0.1vol% 

警報設定値 
一段目：19.5vol% 

二段目：18.0vol% 

応答時間 20 秒以内 

警報方式 ブザー鳴動、赤色ランプ点滅、ＬＣＤ点滅表示（自動復帰） 

使用電源 

単 3形アルカリ乾電池 2 本 
東芝製 アルカリ乾電池 単３形 LR6 x２本、 
パナソニック製 アルカリ乾電池 単３形 LR6X x２本、 
Duracell 製 アルカリ乾電池 単３形 MN1500 x２本 

連続使用時間※2 約 15,000 時間（25℃,21.0vol%表示,バックライト OFF 時にて） 
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使用温湿度範囲 -10～+40℃／30～85％RH（但し、結露なきこと） 
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（突起部は除く） 
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質量 
（電池、レザーケース含む） 
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※1 指示精度：同一測定条件によります。 
※2 電池寿命は、環境条件、使用条件、保存期間などにより異なる場合があります。 
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7.故障とお考えになる前に 
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また、定期点検は定期点検契約により実施させていただきます。 
 
機器の故障修理につきましては、お買上げ店または直接弊社までご連絡ください。 
（送料は、お客様負担とさせていただきます。） 

 
● 保証について 

 
保証期間中に、取扱説明書に沿った正常なご使用状態で万一故障した場合には、保証

書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。  
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１０.検知原理 
 
● 隔膜ガルバニ電池式（酸素） 
 
貴金属電極と卑金属電極と電解液により構成され、貴金属電極はテフロン膜を介して空

気と接しています。両極に負荷抵抗を接続することにより、電位差を生じるため、次の

反応が進行します。 
 
 貴金属電極 O2 ＋ 2H2O ＋ 4e- → 4OH- 
 卑金属電極 2Pb → 2Pb2+ ＋ 4e- 
 
この結果、空気中の酸素濃度に比例した電流が貴金属電極から卑金属電極へ外部回路を

通して流れます。起電力の温度依存があるため、サーミスタにより雰囲気温度変化を補

償しています。 
 
この酸素センサは原理上圧力の影響を受けます。 

標準大気圧（1013hPa）の清浄空気中において機器の電源を入れると指示値は 21.0vol％

に自動調整されますが、酸素濃度は変わらず気圧のみが変動しても指示値は圧力に応じ

て増減します。例えば、この状態の機器をそのまま標高 1000m（気圧 900hPa）の清浄空

気中に持って行った場合には指示値は約 18.7vol%になります。 

また、標高 1000m（気圧 900hPa）の清浄空気中において機器の電源を入れた場合も、指

示値は 21.0vol%に自動調整されます。これを標準大気圧（1013hPa）における酸素濃度

に補正する場合は、圧力補正係数 900/1013≒0.89 を掛算し、補正酸素濃度は

21.0vol%×0.89≒18.7vol%となります。 

圧力（hPa） 800 850 900 950 960 970 980 990 1000 1010 1013 1020 1030 1040 1050 1100 

圧力補正係数 0.79 0.84 0.89 0.94 0.95 0.96 0.97 0.98 0.99 1.00 1.00 1.01 1.02 1.03 1.04 1.09 

補正濃度（vol%） 16.6 17.6 18.7 19.7 19.9 20.1 20.3 20.5 20.7 20.9 21.0 21.1 21.4 21.6 21.8 22.8 

 

１１.用語の説明 
 
防 爆 構 造：電気機器が点火源となってその周囲における爆発性雰囲気に点火すること

がないように電気機器に適用する構造。 
 

本質安全防爆構造：正常時および事故時に発生する電気火花または高温部によって爆発性ガス

に点火しえないことが、点火試験その他によって確認された構造。 
 

非危険場所：通常および異常な状態において、爆発性ガスと空気が混合し爆発限界内に

ある状態の雰囲気の生成の可能性がないとみなされる場所。 
 

エアー調整：正常空気中でゼロ調整（21.0vol％調整）をすること。 
 

使用温湿度範囲：ガス検知器の使用上、性能および機能を維持できる温度および湿度の範囲 
 

周 囲 温 度：爆発に対する安全性を保つことが可能な機器近傍の温度。（防爆エリアで使

用可能な機器近傍の温度。） 
（一部、産業用ガス検知警報器工業会、ガス検知警報器用語、検知管式ガス測定器用語より引用） 
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〒532-0036 大阪市淀川区三津屋中 2-5-4 
https://www.new-cosmos.co.jp/ 

●この取扱説明書を紛失された場合 
万一この取扱説明書を紛失された場合は、弊社、最寄りの支社また

は営業所までご連絡ください。有償にて送付いたします。 
 
●本取扱説明書の記載内容は、改良等のため予告なく変更する

場合があります。 

代代理理店店・・販販売売店店 

XO-326ⅡsTⅡC（06）●●.●●


